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講時 単位数 4

履修に
当たっての
注意・助言

ゼミでは、講義とは違い、作業も発表も主役は学生です。このことを十分自覚して取り組んでほしいと思いま
す。また、ビジネスのスタイルに慣れてもらうため、各人の持ち回りで進行役・ゼミ記録作成などの役割を割り振
ります。

講義計画

　就職活動や各自の研究の進捗度合いによってフレキシブルにスケジュールを考えます。以下のスケジュールはひとつの基
準と考えてください。

1回　　　　授業のガイダンス
2回から6回　 参考文献の要約とシナリオ修正案の発表と討議
7回から9回　　調査研究の指導
10回から14回　卒論の中間発表と討議
15回から25回　個別指導
26回から30回　卒論発表とディスカッション　　　

テキスト 適宜資料を提供します。

参考書 その都度テーマに沿った参考書を紹介します。積極的に読み込みましょう。

目的と概要
ゼミナールⅠで作成した「卒論制作シナリオ」に基づき、各自の調査・研究を進めていきます。調査研究は一直
線に進むものではありませんから、適宜シナリオに修正を加えながら進むことになります。各人の進捗状況に応
じて、ステップごとにゼミ内で発表し、意見交換をしながらお互いに刺激しあいます。

成績評価法 ゼミの場で発表や意見表明などゼミへの貢献度とレポートにより評価

開期 集中通年 集中0限

授業テーマ 各自が選んだ卒論テーマについて、その分野の知見を掘り下げてゆく
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